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本研究では、絵本の読み聞かせのみ（PRO）、絵本の読み聞かせ＋語彙指導（PRVI）、絵本

の読み聞かせ＋読書をベースとした共同アウトプット活動（PRCOA）の3つの指導方法が、

若年成人 EFL(English as a foreign language) 学習者の語彙獲得と定着に及ぼす影響を調査

した。3 つの英語読解クラスに所属する低～中程度の英語力を持つ台湾の大学生 80 名を対

象に、週 3 回の 100 分のセッションで 3 つのモードにそれぞれ 1 回ずつ参加させた。語彙

知識は、修正語彙知識尺度を用いた 2 つの事後テストでテストされた。その結果、PRVI モ

ードは即時の単語学習に最も効果的であった。しかし、単語保持には PRCOA モードが最

も効果的であり、学習者の生産的な知識の獲得と保持の両方を向上させることに最も貢献

した。この研究は、学習すべき単語に生徒の注意を向ける語彙指導からの明示的な学習は、

教室での協調的なアウトプット活動の副産物として新しい単語を学ぶことができる付随的

な学習に比べて、より大きな語彙力の向上を保証するものではないことを示唆している。単

語を暗記しようとすることなく、生徒はグループディスカッションや生成的な活動への精

神的な投資を通じて語彙を学び、生産的な単語知識の習得につながった。 

 

 


